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2024 年 3 月 19 日 

関 係 各 位 

大和アセットマネジメント株式会社 

 

「一歩先いく NASDAQ-100 毎月カバコ戦略

（QYLD）」設定のお知らせ 

 

大和アセットマネジメント株式会社（代表取締役社長：小松幹太、以下「当社」）は、こ

のたび、投資初心者からのステップアップをサポートする「一歩先いく」シリーズとして

「一歩先いく NASDAQ-100 毎月カバコ戦略（QYLD）」（以下「当ファンド」）を 3 月 21

日に設定いたします。 

ファンド名にある「QYLD」は、当ファンドが投資対象とする米国上場 ETF「Global X 

NASDAQ 100 Covered Call ETF」のティッカーコードです。公募投資信託の形態として当

ファンドを通じて、日本の投資家の皆さまへ提供いたします。 

 

 

QYLD のカバードコール戦略を活用した運用で、 

資産形成を一歩先へ 
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記 

 

【ファンド名】 

一歩先いく NASDAQ-100 毎月カバコ戦略（QYLD） 

 

 

【ファンドの特色】 

投資成果を CBOE NASDAQ-100 BuyWrite V2 指数（円ベース）の動きに連動させるこ

とをめざして、Global X が運用する Global X NASDAQ 100 Covered Call ETF（QYLD）

に投資します。 

※CBOE NASDAQ-100 BuyWrite V2 指数について 

CBOE NASDAQ-100 BuyWrite V2 指数は、Nasdaq, Inc.が開発した NASDAQ-100 指数

を原資産として、１ヵ月ごとに新しく期近のコール・オプションを売り建てる「カバード 

コール戦略」を行なった場合の収益を表す指数です。 

 

 

【NASDAQ-100 カバードコール戦略】 

NASDAQ-100 インデックスへの投資と同時に、同指数の 1ヵ月物コール・オプションを

売却（アット・ザ・マネー）したカバードコール戦略を活用したポートフォリオを構築す

ることで、オプション・プレミアムの獲得が期待できます。なお、当ファンドは為替ヘッ

ジを原則として行ないません。 
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【NASDAQ-100 カバードコールの損益イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出所）Global X Japan 作成資料より抜粋 
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（ご参考）Global X NASDAQ 100 Covered Call ETF（QYLD） 

12 か月配当利回り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当ファンドの配当利回り実績ではございません。また、当ファンドの将来の成果を示唆・保証

するものではありません。 

※直近配当利回りは、直近の配当が継続したと仮定した場合の、年間利回りです。利回りは配当

を示し、トータルリターンを示すものではありません。配当利回りは、直近の配当を直近の基準

価額で除したものを年換算して算出します。 

（出所）ブルームバーグより大和アセットマネジメント作成 

 

 

 

 

100 円から買える。金額指定で買える。積立で買える。日中にタイミングを気にせず買え

る。投資信託の利便性で、資産形成を一歩先へ。 

※販売会社によって条件が異なる場合があります。また、対応していないサービスがあります。

詳しくは各販売会社へお問い合わせください。 

 

【一歩先いく NASDAQ-100 毎月カバコ戦略（QYLD） 取扱い販売会社】 

SBI証券 

楽天証券 

マネックス証券（2024年 3月 28日より取扱い開始予定） 

※2024 年 3 月 19 日時点 

 

当社は、共に挑戦し続けるパートナーとして投資を通じチャンスある未来を実現します。 

以  上 

一歩先いくシリーズ 

資産運用を一歩先へ！投資初心者からのステップアップに 
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1. ファンドの目的 

 

2. ファンドの特色 
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3. 追加的記載事項 
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4. 投資リスク 
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5. 手続・手数料等 
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